
 

 

泊発電所について 

泊発電所の再稼働について、いつ、どのように判断して 

いくのか。安全性や避難計画の実効性、再稼働後のリスク 

について、道民にどのように説明していくのか。 

 

物価高騰対策について 

閣議決定された総合経済対策や重点支援地方交付金を踏 

まえ、実効性の高い対策にするため、どのように具体化し 

ていくのか。 

 

ヒグマ対策について 

国の新たなクマ被害対策の動向を踏まえ、道民の安全・ 

安心をどのように確保していくのか。緊急時の対応や人手 

不足への対応を含め、ヒグマ対策をどのように進めていく 

のか。 

宿泊税について 

宿泊税の具体的な使途をどのように決めていくのか。宿 

泊税に関するさらなる理解や認知度の向上に向けて、どの 

ように取り組んでいくのか。 

 

防災対策について 

地域ごとの防災体制の構築や避難施設の整備、住民の避 

難行動の実効性向上など、全道的な防災・減災対策をどの 

ように推進していくのか。 

 

道立高校における諸課題について 

近年の猛暑を踏まえ、エアコン設置の必要性をどのよう 

に捉え、今後どのように対応していくのか。高校授業料の 

無償化による入学者数への影響が懸念される中、地域にお 

ける高校教育の維持にどのように取り組んでいくのか。 

本会議・予算特別委員会の主な議論 
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その先の、道へ。北海道 

11月26日 本会議（開会） 

11月28日 ～ 12月３日 本会議（一般質問） 

12月３日 ～ 12月10日 予算特別委員会 

12月11日 常任・特別委員会 

12月12日 本会議（閉会） 

 

主な審議日程 

 

概 要 

知事から補正予算案（当面措置を要する経費並びに道職員等の

給与改定に伴う経費）や条例案などが提案され、議決しました。 

また、前会より継続審査の決算案件等を認定、可決し、議員や

委員会から提出された意見案を原案のとおり可決しました。 

総額276億8,800万円余の令和７年度補正予算を可決 

知事提出案件 

【予算案】３件   「令和７年度北海道一般会計補正予算（第４号）」など              ⇒ 原案可決 
 

【条例案】20件   「北海道職員等の旅費に関する条例及び北海道知事等の給与等に関する条例の一部を改正する条例

案｣など          ⇒ 原案可決 
 

【その他の案件】４件「国営造成施設管理事業に伴う地方公共団体の負担金に関する件」など      ⇒ 原案可決 

【人事案件】１件  「北海道収用委員会委員の選任につき同意を求める件」             ⇒ 同意議決 

【決算】６件    「令和６年度北海道一般会計及び特別会計歳入歳出決算に関する件」など     ⇒ 認定議決 

議員・委員会提出案件 

【決議案】２件   「北海道電力泊発電所３号機再稼働における拙速な同意の撤回と十分な審議時間の保障を求める

決議」など                                 ⇒ 否決 

【意見案】５件   「教育課程の過密化の適正化を求める意見書」など               ⇒ 原案可決 

主な議決の状況 

定例会の詳細は、道議会Webサイトをご覧ください。 

 

 

自治体病院を取り巻く厳しい現状 

   
                              

 
       

 

■ 国への提案・要望 

令和８年度の国の予算編成や今後の施策推進に当たり、物価高騰下の自治体 

病院の安定経営に向け、診療報酬見直しや財政支援の充実を国に要望しました。  

■ 医師の確保・地域への配置 

第２期「北海道医師確保計画」を策定し、北海道全体の医師確保と地域

（第二次医療圏）間の医師偏在の是正に取り組んでいます。 

■地域医療を担う医師の養成及び確保 

将来医師として道内の医師が不足する地域の医療機関に勤務しようとする 

医学生に対し、その修学に必要な資金を貸し付けています。 

■ 北海道の医療提供体制の確保 

医療法に基づく「北海道医療計画」を策定し、医療機能の分化・連携や医療

従事者の確保などを進め持続可能な医療提供体制の構築に取り組んでいます。 

 

⚫ 物価高騰や賃金上昇に適切に対応で

きる診療報酬制度の導入 

⚫ 令和８年度診療報酬改定における入

院基本料の大幅な引上げ 

⚫ 改定を待たず、人件費・物価高騰に

対応する緊急的な財政支援 

Ｑ 中央折衝って何？ 

Ａ 国会や中央省庁などを訪問し、国に対して要望を行うことです。 

道議会では１２月に、総理大臣及び関係大臣あてに北方領土の一日も早い返還に向けた外交交渉の継続などを要請

しました（４ページに掲載）。 
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道議会キーワード 

みんなの道議会 No.36  

 
「自治体病院」 

定例会においてのホットな話題を 

お伝えします。 

 

自治体病院は、民間では担いにくい救急、小児、周産期医療や、感染症・災害対応

などを担い、地域医療に不可欠な役割を果たしています。 

地域で安心して暮らすための「医療の基盤」となる存在です。 

 

こうした重要な役割を担う自治体病院ですが、近年は経営環境が急速に悪化しています。 

人件費や物価の高騰 

こうした実情と診療報酬との乖離 

24時間体制の救急受入れなど、採算のとりにくい医療を担っていること 

などにより、病院運営に要する費用が大きく増加しています。 

その結果、令和６年度決算では、約９割の自治体病院が、自治体からの繰出金を含めても経常赤字と

なるなど、極めて厳しい状況にあり、地域医療の将来が強く懸念されています。 

地域の命を守る大切な病院

ですが、今は運営がとても

厳しくなっています。 

道議会では・・・ 

令和７年第４回定例会で、「危機的状況に

ある自治体病院の存続に向けた財政支援

を求める意見書」を提出・議決し、国に

対し次の事項を強く要望しました。 

北海道の取組 


